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度
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學
研
究
第
六

十
三

巻
第
二

号
　
平
成
二

十
七
年
三

月

智
顕
の

教
学
に

お

け
る

観
音
菩
薩
の

階
位
説

　
　
　

　
　
　

吉
蔵
と

の

比

較
を
中
心
と

し
て

日

比

宣

一

二

二

一
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『

法

華
経
』

普

門
品

に

登

場
す
る

観
音

菩
薩
（
以

ド、

観
音
と

略
す
）

の

階

位
に

関
す
る

説
は

、

道
生
（
三
五

五

−
四
三

四
）

の

『

法
花

経
疏
』

と
、

法
雲
（
四

六
七

　
五

二

九
）

の

『

法
華
義
記
』

で

は

論
及
さ
れ

な
い

。

一

方
、

智
顎
（
五

三

八

　
五

九
七
）

説
、

灌
頂
（
五

六
一

−
六
三
二
）

記
と

伝
え
ら
れ

る

『

観
音
玄
義
』

と
、

吉
蔵
（
五

四

九

−
六
二

三
∀

撰

『

法
華

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
（
1

）

義
疏
』

の

釈
普
門
品
の

段
に

は

同

様
の

問
答
が

設
け
ら
れ
て

い

る
。

両

書
に

同

様
の

理
論
展
開
の

上

で
、

観
音
の

階
位
に

つ

い

て

の

記
載
が

見

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

2）

ら

れ

る

こ

と

は
、

先

行
研
究
が

示
す
よ

う
に

、

灌
頂
が

『

法

華
義
疏
』

を
参

照
し

な
が
ら

、

『

観
音
玄

義
』

を

完
成
さ
せ

た

た

め

で

あ

ろ

う
。

　
『

観
音

玄
義
』

で

は
、

観
音
の

階

位

を

明
確
に

記
し

て

い

る
。

し

か

し
、

智
顕
の

親
撰
と

さ

れ

る

著
作
で

は
、

観
音
の

階
位
の

断
定
的
な
記

述

は

見
ら

れ

な
い

。

小

論
で

は
、

吉

蔵
と

後

代
の

湛

然
（

七

三
ー

七

八
二
）

、

知
礼
（
九

六

〇

1
一

〇
二

八
）

、

証
真
（

平
安
末
か

ら

鎌
倉
初
）

に

よ

る

観
音
の

階
位
説
に

対
す
る

解
釈
を

踏
ま

え
、

智
顕
に

お

け
る

観

音
の

階
位

説
の

特
色
と

、

「

観

音
玄
義
』

に

お

け
る

観
音
の

階

位
説
に

考
察
を
加
え

た
い

と

思

う
。

　
『

観
音
玄
義
』

巻
上

に

は
、

観
音
の

階

位
を
予

想
さ
せ

る

文
と

し
て

、

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

3）

「

今
観
世
音

、

未
一

是
究
竟
之

人
法一

即
是
分
証
之
人

法
。

」

と

か
、

「

今

　
　

　
　
　

　
　
　
（

4）

此

観
音

、

是
分

証
慈
悲

。

」

と

説

か

れ

る
。

知
礼
は

、

『

観
音
玄

義
記
』

　
（
5

）

巻
一

で

は
こ

れ

ら

の

記
述

に

つ

い

て

特
に

問
題
に

し

な
い

。

こ

れ
は

、

知
礼
が

『

観
音
玄

義
』

を
智
顕
の

説
と
し

て

疑
わ

な
か
っ

た

か

ら
で

あ

　（
6
）

ろ

う
。

し

か

る

に
、

智
顕
が

『

観
音
玄

義
』

の

よ

う
に

、

観
音
を
分

証

菩
薩
と

明
記
す
る
こ

と
は

な
い

。

　

智
顕
は

、

『

維
摩
経
文
疏
』

巻
八

で

分
証
即
に
つ

い

て

論
ず
る

際
に

、

普
門
品
の
「

若
有
乙

国
土

衆
生
応
下

以
二

仏
身
一

得
占

度
者
恥

観
世
音
菩
薩

、

　
　

　
　
　

　
　
　
（
7）

即

現
二

仏
身
一

而

為
説

法
。

」

と

い

う
経

文
を
用
い

て
い

る
。

こ

れ

は
、

観
音
が

仏
の

姿
を
示
現
し

て

衆
生

に

説
法
す
る

様
子
を

表
し

て

い

る
。

次

明
丁

約
二

観
心一

竪
釈
丙

十
三

番
法
門

相

資
修
乙

浄

土

因
甲

者
、

一

心
三

観
、

観一一
中
道

法
性
ハ

即
是
直
心

。

…

宛
コ

然

観
心
道
之
内

ハ

名
二

観
行
即
の

…

従
一

相
似
位一

進
、

入
二

銅
輪
分
証
真
実
十
三

心
一

即
於
一
二

土
一

自
行
化
他、

与

レ

物
結
レ

縁
。

若
入
二

銅
輪
納

所
化
衆
生

、

応
下

以
二

仏

身
一

得
吉

度
者、

即

現
二

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　　

仏
身
ハ

而
為
説
二

漸
・

頓
・

不
定
・

秘
密
法
門

。
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こ

こ

で

は
、

円
教
の

観
法
で

あ
る
一

心
三

観
の

立
場
か
ら

十
三

心

を

解
釈
し

て

い

る
。

十
三

心
と
は

、

仏
土

を

浄
ら

か

に

す
る

因
を

資
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

9）

十
三

段
階
の

菩
薩
の

心
を
指

す
。

直
心
は

、

十
三

心
の

第
一

心
に

相
当

す
る

。

そ
し

て
、

円
教
の

菩

薩
が
「

銅
輪
分
証
真
実
十
三

心
」

に

入
っ

た

時
の

証
文
と

し
て

、

普
門
品
の

文
が

引
用
さ

れ

て

い

る

の

で

あ
る

。

ゆ

え
に

、

智
顕
は

観
音
を
分
証
菩
薩
と

し

て

確
定
し
て

い

る

よ

う
に

見

え
る

。

し

か

し
、

こ

こ

で

は

分
証
菩
薩
の

説
明
の
一

例
と

し

て
、

普
門

品
の

経
文
を

引
用
し

て

い

る

に

過
ぎ
な
い

。

　
ま
た

、

大

本
『

四

教
義
』

巻
一

〇

で

は
、

観
音
を

別
教
の

初
地
位
の

説
明
に

用
い

る
。

同
書
に

は
、

初
地

位
で

得
る
こ

と

が
で

き
る
二

十

五

　
（

10
）

三

昧
に

入
る
こ

と

に

よ
っ

て
、

外
物
に

与
え
る

こ

と

の

で

き
る

利
益

を

説
く
箇
所
が

あ
る

。

そ
こ

で

は
、

二

十
五

三

昧
に

入
れ

ば
、

普
く
色

身

を

現
じ

て
、

衆
生

に

楽
を
与
え
る

こ

と

が

で

き
、

そ
れ

は

観
音
の

普
門

示
現
神
通
の

相
の

よ

う
な
も
の

で

あ
る

と

説
か

れ

る
。

　
二

顕
利
益
者

、

即
是
住
二

二

十
五

三

昧一

十
法

界
衆
生

機
縁
来

感、

普
現
二

色

　
身

」

八

番
与
二

衆
生
楽

」

如
二

観
音
普
門
示
現
神
通
之
相一

也
。

若
有
乙

衆
生
応
下

　
以一一
仏
身一

得
吉

度
者
恥

即
能
八

相
成
道

、

現
レ

身
説

噂

　
こ

こ

で

は
、

初
地

位
に

お

け
る

説

法
を
、

「

観
音
普
門

示
現
」

と

い

う
言

葉
と

、

普

門
品
の

経
文
に

よ

っ

て

表
し

て

い

る
。

し

か

し

な
が

ら
、

こ

こ

に

も
観
音
の

階
位
を
明
示
す
る

記
載
は

見
ら

れ

な
い

。

　
と
こ

ろ

で
、

菩
提
流
支
は

『

法
華
論
』

巻
下
に

お
い

て
、

普
門

品

の

「

若
有
レ

人
、

受
訓

持
六

十
二

億

恒
河
沙
菩
薩

名
字
の

復
尽
レ

形
、

供
コ

養

智
顕
の

教
学
に

お
け
る

観
音
菩
薩
の

階
位
説
（

日

　
比
）

飲

食
，

衣
服
．

臥
具
．

医

羹
…

覆
有
・

へ

受
コ

持

囃
立

．

苙
、

薩
名

号
一

乃
至
一

時
礼
拝
・

供

養、

是
二

人

福
、

正

等

無
レ

異
。

」

と

い

う

経
文
を

註
釈
す
る

箇
所
で

、

「

六

十
二

億

恒
河
沙

菩
薩
」

と
い

う
語
を

「

六

十
二

億
恒
河
沙

諸
仏
」

に

変
え
て

い

る
。

そ
し

て
、

観
音
の

名
号

を

受
持
す
る

福
徳
と

、

六

十
二

億
の

諸
仏
の

名
号
を
受
持

す
る

福

徳
を

等
し
い

と

し
、

そ

の

理

由
を
二

つ

挙
げ
て

い

る
。

そ

し
て

、

第
二

の

理

由
の

「

畢
竟
知
故
」

は
、

次
の

よ

う
に

記
さ

れ

て

い

る
。

畢
竟
知

者
、

謂
能
決
定
知
二

法
界一

故
。

言
二

法
界
・

者
、

名
為
二

法
性
の

彼
法

性
者、

名
為
二

一

切
諸

仏
菩
薩
平
等
法
身

』

平
等
身
者

、

真
如
法
身

。

初

地

菩
薩、

乃
能
証
入

。

是

故
受
コ

持
六

十
二

億
恒
河
沙

諸
仏

名
号

ハ

有
三

能
受
コ

持

観
世

自
在
菩
薩
名
号ハ

所
得
功
徳

、

無
善

卵

　

観
音
は

初
地
菩
薩
が

証

入
す
る

諸
仏
と

平
等
の

真
如
法
身
で

あ
る

と

知
る

ゆ

え
に

、

六

十
二

億
の

諸
仏
の

福
徳
と

、

観
音
の

福
徳
が

等
し
い

の

で

あ
る

。

つ

ま
り

、

菩
提
流

支
は

観

音
を

初
地
以

上

の

菩
薩
と

し
、

そ

れ

に

は

諸
仏
と

同
じ

徳
が

あ
る

と

し

て
い

る

の

で

あ
る

。

　
吉

蔵
は

、

菩

提
流
支

の

説
を

受

け
て

六

十
二

億
を

諸
仏
の

数
と

す

る
。

そ

し

て
、

普
門
品
と

『

法
華
論
』

に

説
か

れ

る
、

観
音
と
六

十
二

億
の

菩
薩
（

諸
仏
）

が

等
し
い

徳
を

持
っ

て
い

る

と

す
る

説
を

少
し

変

え

て

い

る
。

す
な

わ

ち
、

『

法
華
義

疏
』

巻
一

二

に
、

「

今
所
レ

明
、

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
（
14
）

六

十
二

億
与

二

観
音
一

位
行
是
斉

。

」

と

記
し

、

六
十
二

億
の

諸
仏
と

観

　
　
　
（
15
）

音
の

位

行
は

等
し

い

と

理

解
し
て
い

る

の

で

あ
る

。

ま

た
、

吉
蔵
は

六

十
二

億
と
い

う
数
を

、

等
覚
地
の

菩
薩
の

数
と

す
る

。

そ
し

て
、

観

二
一

三
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智
顕
の

教
学
に
お

け
る

観
音
菩
薩
の

階
位

説
（
日

　
比
）

音
と

六
十
二

億
の

等
覚
仏
の

位
行
は

等
し
い

と

す
る

の

で

あ
る

。

法
華
論
云
・

受
・

持
観
立

日

多
及

岸
持
六

＋
二

億

鰐
諸
仏

毳
強
云
・

仏

煮

　
皆
是
等
覚
地
菩

薩
。

既

称
二

等
覚
→

即
是
等
覚
仏
也

。

　
こ

の
、

等
覚
地
菩
薩
を
仏
の

如
し
と

す
る

思
想
は

、

『

維
摩
経
義
疏
』

　
　
　
　
　
　
（
17）

巻
二

に

「

瓔
珞

経

等

覚
地

譜
嘆

於

盲
劫

奥

学
・

仏
威

墜

故

挙
・

動
・

進
・

止
、

悉
如
レ

仏
也

。

」

と

あ
る

こ

と

か

ら

も

知
ら

れ
る

。

　

さ

て
、

湛
然
は

「

法
華
文
句
記
』

巻
一

〇

下

で
、

前
出
の

『

法
華
論
』

の

「

平
等
身
者

、

真
如

法
身

。

初
地

菩
薩

、

乃

能
証
入

。

」

と

い

う
記

述
を
円
教
の

立
場
か

ら

解
釈

す
る

。

　
今
謂、

以
レ

此

験
知、

須
二

依
レ

円
釈

。

…

引
二

証
位訥

即

是

初
地

、

且

引

分

無
令
二

人
識

如

　

湛

然
に

よ

れ

ば
、

『

法

華
論
』

に

お

け
る

観
音
を

初
地

菩
薩
と

す

る

説
は

、

便
宜
的
に

観
音
を
分
証
の

菩
薩
で

あ
る

と

し
て

、

人

が

理

解
し

や

す
い

よ

う
に

し
て

い

る

の

で

あ
る

。

し

か

し
、

こ

こ

に

は

湛
然
自

身

の

観
音
の

階

位
に

関
す
る

説
は

説
か

れ

な
い

。

こ

の

よ

う
に

、

『

法
華

文

句
記
』

巻
一

〇

下

で

は
、

観

音
の

階

位
が

言
及

さ

れ

る

こ

と

は

な

く
、

『

法
華
論
』

に

お

け
る

六

十
二

億
と
い

う
数
字
の

意

義
を
中
心
に

、

論
が

展
開
さ

れ

る

に

留
ま

る
の

で

あ
る

。

　

証

真
は

『

法
華
疏
私
記
』

巻
一

〇

末
に

お
い

て
、

『

法

華
論
』

と

吉

蔵
の

説
を
引
用
し
て

、

観
音
の

階
位
に

関
す
る

問
答
を
設
け
て

い

る
。

問
。

入
大

乗

緬
云
二

＋

地
法
身
亦
名
為
レ

仏
・

故
知・

以
二

菩

薩
亦
名
二

諸

墾

　
非
二

是
果

仏
』

法

華
論

意
亦
応
レ

如
レ

彼
。

故
論

云
二

真
如
法
身

、

初
地
菩
薩
能

二
一

四

証
能
入

等
』

即

以
二

菩
薩
「

名
レ

仏
。

非
二

増
句
旧

故
嘉
祥
云
二

論
云、

仏
者

、

初
地

仏
也
の

已
上

。

答
。

論

意
云
下

菩
薩

証
「

法

身一

亦
名
歩

仏
。

故
観
音
亦
是
仏

。

等
二

多
果
仏一

也
。

肇
論
云
二

初
地

著、

初
地

尚
等

巣
仏

司

況

塑

麺

　

す
な

わ

ち
、

証
真
は

『

法
華
論
』

・
『

入
大
乗
論
』

・
『

法
華
義
疏
』

の

意

を

汲
み

、

観
音
は

法
身
を

証
し
た

菩
薩
で

あ
る

と

し
、

そ
れ

を

仏
と

名
つ

く

と

す
る

。

ま

た
、

初

地

菩

薩
で

さ

え

も

果
仏

と

等
し
い

の

な

ら
、

観
音
も
果

仏
と

等
し
い

こ

と

は

当
然
で

あ
る

、

と
い

う
表
現
が

見

ら

れ

る
。

し

か

し
、

こ

こ

に

お
い

て

も

分
証
と

い

う
語
は

見
ら

れ

ず
、

観
音
の

階
位
の

明

確
な
記
述
は

見
ら
れ

な
い

。

　
以

上

の

こ

と
か

ら
、

観
音
を
分
証
菩
薩
で

あ
る

と

明
記
す
る

文
献
は

『

観
音
玄
義
』

の

み

で

あ

り
、

智
顕
や

湛
然、

証
真
の

著

作
の

中
で

は
、

観
音
の

階
位
に

関
す
る

確
定
的
な
記
載
は

、

必

ず
し

も
見
ら
れ
な
い

こ

と

が

分
か
っ

た
。

『

法
華

文
句
』

巻
一

〇

下

に

は
、

智

頻
が

観
音
を

円

教
の

菩
薩
と

し
て

扱
っ

て

い

た

と

す
る

記
述

が

あ
る

。

　
智

者
云

、

円
人
唯
一
、

偏
人

則
多。

格
二

六

十
二

億
偏
菩
薩」

等
二

一

円
菩
薩一

簗
　
よ
っ

て
、

観
音
を
分

証
の

菩
薩
と

す
る
こ

と

は
、

湛

然
と

証
真
に

お

い

て

は

大
前
提
で

あ
っ

た

か

ら
、

わ

ざ
わ

ざ
説
く

必

要
が

な
か
っ

た

と

考
え

る

こ

と

も
で

き
る

。

し

か

る

に
、

智
顕
は

観
音
を

分
証
菩
薩
や
初

地

菩
薩
の

説
明
に

使
う
の

み
で

、

そ

の

階
位
を
直
接
記

載
す
る
こ

と

は

な
い

。

こ

こ

で
、

『

観
音
玄
義
』

巻
下
の
、

観
音
の

本
地

は

知
り
難
い

、
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そ
の

実
を

求
め

る

こ

と

な

か

れ

と

す
る

記
述

が

連
想
さ

れ

る
。

制

礫
鯏

魍

嘆
蜘

翫
編
脆

瀦

瓢
癬
羅
蝌

　

す

な
わ

ち
、

智

顕
は

観
音
の

本
地

を

明
か

さ

な
い

と
い

う
立

場
に

あ

り、

湛
然
と

証
真
は

そ

の

立

場
を

取
っ

た

と

考
え

る

こ

と

も
で

き
よ

う
。

そ

し

て
、

『

観

音
玄
義
』

で

観
音
の

階
位
が

明
記
さ

れ

て

い

る

こ

と

は
、

観
音
の

階
位
を

明

確
に

記
し

た

吉
蔵
の

影
響
を

受
け
た

灌
頂
の

立
場
に

よ

る

も
の

で

あ

る

と

言
え
よ

う
。

1
　
『

観
音
玄
義
』

巻
下

（

大
正
三

四
・

八

九
一

頁
中
下
）

に
は

、

「

問
。

観

　

音
利
レ

物、

広
大
如
レ

此
。

為
二

已

成
仏
訥

猶
二

是
菩
薩
需

答
。

本
地
難
レ

知

　

而
経

有
二

両

説
』

如
二

観
音
受
記
経
明

…

又
如
来
蔵
経
亦
云
…

若
観
立

旦
二

　

昧
経
云
…
。

二

文

相
乖

、

此

言
云

何
、

乃

是
四

悉
檀

、

化
レ

物
。

不
レ

可

　
レ

求
二

其

実
一

也
。

」

と

あ

り
、

『

法

華
義

疏
』

巻
一

二

（

大

正

三

四
・

　
六
二

八

頁
中
下
）

に

は
、

「

問
。

観
音
為
二

是
仏ハ

現
二

仏
身・

為
レ

非
レ

仏

　

耶
。

答
。

経
出

不
レ

同
。

観
音
三

昧
経
云

。

…

又

観

音

授
記

経
云

…
。

」

　
と

あ
る

。

2
　
佐
藤
哲
英
『

天

台
大
師
の

研
究
』

（
百
華
苑、

一

九

六
一
）

。

同

「

性
悪

　

思
想
の

創
唱
者
は

智
頻
か

灌
頂
か
」

（
『

印
度
学
仏

教

学
研
究
』

一

四

−
二

、

　
一

九
亠

ハ
亠

ハ
）

。

3
　
大
正
三

四
・

八

七

九

頁
上

。

4
　
大
正
三

四
・

八

七

九

頁
中

。

5
　
大
正
三

四
・

八

九

八

頁
下
・

八

九
九

頁
下

。

6
　
佐
藤
哲
英
『

天

台
大

師
の

研
究
』

（

百
華
苑

、

　一

九
六

こ
。

7
　
大
正
九
・

五
七

頁
上

。

智
顕
の

教
学
に

お
け
る

観
音
菩
薩
の

階

位
説
（
日

　
比
）

8
　
続
蔵
二

八
・

五

丁
右
上

下。

9
　
十
三

心

に
つ

い

て

は
、

『

維
摩

経
』

巻
上
・

仏

国
品

（

大
正
一

四
・

　

五
三

入

頁

中
下
）

、

『

文

疏
』

巻

八

（

続

蔵
二

八
・

四

丁
右
上
）

を
参
照

。

10
　
初
地

に

お
い

て

二

十
五

三

昧
を

得
る

と
い

う
こ

と

は
、

大

本
『

四

教

　

義
』

巻
一

〇

（
大
正

四
六
・

七

五
五

頁

下

−
七
五

六

頁
上
）

を

参
照

。

11
　
大

正
四

六
・

七
五

八

頁
中

。

12
　
大

正
九
・

五

七

頁
上

。

13
　
大

正
二

六
・
一

〇

頁
中

。

14
　
大

正
三

四
・

六
二

七

頁
下

−
六
二

八

頁
上

。

15
　
吉
蔵
に

お
い

て
、

「

位

行
」

は
、

「

行
位
」

と

同

意
と

言
え

る
。

例
え

ば
、

　
『

法
華
玄

論
』

巻
一

〇

（

大
正
三

四
・

四
四

六

頁
中
）

を

参
照

。

16
　
大

正
三

四
・

六
二

八

頁
上

。

17
　
大

正
二

四
・
一

〇

＝
三

貝
上

。

18
　
大

正
三
八
・

九
三
二

頁
上

。

19
　
大
正
三

四
・

三

五

七

頁
上

中
。

20
　
大
正
三
二

・

四
八

頁

上
。

21
　
仏

全
二

二

・

七
七

九

頁
下

　
七
八

〇

頁
上

。

22
　
大

正
三

四
・
一

四

六

頁
中

。

23
　
大
正

三

四
・

八

九
一

頁
中
下

。

『

観
音
玄

義
記
』

巻
四

（
大

正

三

四
・

　

九
二

〇

頁
下
）

に

も、

「

或
説
二

已

成
の

或

説
二

未
成
、

蓋

順一一
機
縁
ハ

令

　
レ

獲
二

利
益

→

勿
レ

求
二

其
実

』

」

と

あ
る

。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　
『

観
音
玄
義
』

、

観
音
菩
薩、

智
顕、

灌
頂

、

吉
蔵

　
（
早
稲
田
大

学
大
学
院
）

二
一

五
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